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第１学年１組  図画工作科学習指導案 

令和６年１１月２２日（金）第５校時 

場 所        ３階多目的室 

児童数           ２６名 

 

１ 題材名   「いろいろならべて かさねちゃおう！」 造形遊びをする活動 

（Ａ表現（１）ア、（２）ア、Ｂ鑑賞（１）ア、〔共通事項〕（１）ア、イ） 

 

２ 題材について 

（１）児童の実態 

   本学級の児童は、図画工作科の授業が好きで、自分が表したいことを体全体を使って表してい

る児童が多い。以下は、４月に行ったアンケートの結果である。 

 

   

 

 

上記のアンケート結果の（１）より、９割以上の児童が図工の授業が好きなことが分かる。小学校
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（１）図工の授業は好きですか。

４：そう思う ３：だいたいそう思う ３：あまり思わない １：思わない

（２）「形や色」を生かして、作品をつくっていますか。
４：そう思う ３：だいたいそう思う ３：あまり思わない １：思わない

（３）自分のイメージを表現するために、考えることは好きですか。
４：そう思う ３：だいたいそう思う ３：あまり思わない １：思わない

（４）友達とちがう方法や表現にもチャレンジできますか。
４：そう思う ３：だいたいそう思う ３：あまり思わない １：思わない

（５）自分の作品について、友達から感想を言われることはうれしいですか。
４：そう思う ３：だいたいそう思う ３：あまり思わない １：思わない

（６）自分のつくった作品は好きですか。
４：そう思う ３：だいたいそう思う ３：あまり思わない １：思わない

（９）友達の意見を聞いて、新たな発見をしていますか。
４：そう思う ３：だいたいそう思う ３：あまり思わない １：思わない

（８）朝鑑賞で、自分の思いや考えを発表することができていますか。
４：そう思う ３：だいたいそう思う ３：あまり思わない １：思わない

（７）絵から気になるところを見つけて、自分なりの物語を考えていますか。
４：そう思う ３：だいたいそう思う ３：あまり思わない １：思わない

（１０）学校生活の中で、自分の意見を言えたり、伝えたりすることができていますか。
４：そう思う ３：だいたいそう思う ３：あまり思わない １：思わない

 

    

【図画工作科の授業についてのアンケート】 
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に入学してから間もない時期のアンケートであることから、幼稚園・保育園での経験が豊富であった

ことが伺える。 

１年生になって取り組んだ図画工作科の授業では、アンケート（３）にあるように、自分のイメー

ジを考えたり表現したりするためによく考えて活動している姿が見られた。造形遊び「スタンプぺっ

たん」では、自分の表したいことに集中して、色や形を工夫していた。新しく思いついたことについ

ては、友達に伝え合い、一緒に楽しむ姿も見られた。本題材においても、材料の置き方を工夫した場

の設定をすることで、自分のイメージをもちながら表現したり、友達と思いを共有したりできる場に

したい。 

授業では、自分の意見を発表したり、友達に伝えられる児童が多くいるが、アンケート（１０）か

らは、自分の意見を言えたり、伝えたりすることができる児童が少ないことが分かる。相手の思いを

聞いたり、理解したりすることが苦手な児童が見られる。本題材の中でも、自分の考えやイメージを

伝えるだけではなく、友達の考えやイメージを聞くことができると、新しい発見ができ、活動が広が

るのではないかと考える。 

 

（２）学習指導要領上の位置付け 

  本題材は、学習指導要領の次の内容を受けて設定している。 

 

（３）本題材を指導するに当たって 

本題材は、木材の形や色、大きさから、自分の思いやイメージをもち並べ方を考え、試しなが

ら材料をならべたり、重ねたりする活動である。 

知識及び技能の観点では、材料をならべたり組み合わせたりする活動を通して、形や色、並べ

方の面白さに気付くことができるよう指導していく。今回は、木材を使ってどのような並べ方や

重ね方があるのか試していく。手や体全体の感覚を働かせ、自分なりの表し方を工夫できるよう

にする。 

思考力，判断力，表現力等の観点では、材料の形や色、大きさなどの特徴から並べ方を思いつ

き、どのように活動するのかを考えられるようにする。そのために、様々な形の木材を、種類ご

とに分け、材料全体が見えるように配置する。自分がイメージしたことを表して遊んでいるうち

に、児童同士が自然と交流しながら活動ができるような場の設定にする。 

Ａ（１）表現の活動を通して，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 造形遊びをする活動を通して，身近な自然物や人工の材料の形や色などを基に造形的

な活動を思いつくことや，感覚や気持ちを生かしながら，どのように活動するかにつ

いて考えること。 

Ａ（２）表現の活動を通して，技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア  造形遊びをする活動を通して，身近で扱いやすい材料や用具に十分に慣れるととも

に，並べたり，つないだり，積んだりするなど手や体全体の感覚などを働かせ，活動

を工夫してつくること。 

Ｂ（１）鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 身のまわりの作品などを鑑賞する活動を通して，自分たちの作品や身近な材料などの

図形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取ったり考えた

りし，自分の見方や感じ方を広げること。 

〔共通事項〕（１）「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。 

ア 自分の感覚や行為を通して，形や色などに気付くこと。 

イ 形や色などを基に，自分のイメージをもつこと。 
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「思い」を生かして、生き生きと表現する児童の育成 

学びに向かう力，人間性等の観点では、自分が表したいイメージを見つけ、好きな並べ方をす

ることにより、学習活動に楽しく意欲的に取り組めるようにする。そのため、自分の思いを自然

に児童同士で伝え合えるような場を設定する。会話を通して、自分のイメージの広がりを感じる

ことができると考える。 

題材を通した指導においては、木材を手に取っていつでも触れることができるようなコーナー

を学年の廊下に設置する。常に材料に興味・関心をもち、意欲を高めさせる。 

また、第１時では、材料に触れて、木材の形や色、大きさを、児童自身の感覚や行為を生かし

ながら体感できる場の工夫をする。枝や、木片などの様々な木材から、自分が表したい並べ方や

重ね方を考え、思いをのびのびと表現する。そのため、教室の端１辺に材料を見やすく広げて配

置することにより、材料を選びやすくする。また、材料を手に取りながら、自然に児童同士がと

対話ができる場の設定である。材料を触ったり並べたりすることを通して、手や体全体の感覚な

どを働かせ材料のよさを生かし、表し方を工夫できるようにしていく。 

第２時では、自分や友達の形や並べ方を見て、さらに置き方や並べ方の表し方を広げ自分の持

つイメージを完成させる。一人一人が表現したものを見て、その良さや楽しさや表現したものに

込めた思いを語る時間を作る。 

 

３ 学校研究主題との関連 

（１）研究主題 

      

  

（２）研究主題に迫る手立て 

手立て○1 「材料や用具と向き合う時間」の設定と「児童の気付きに共感する働きかけ」（第１時）  

                               （知識及び技能） 

→事前に材料コーナーを教室に作り、日常的に手に取って触れるような環境を作るようにする。 
→材料を、自分の思い通りに並べたり重ねたりできるように、並べたり重ねたりする方法がたく
さんあることを考える時間をとる。 

 

手立て○2－１活動をつくるための「自己決定のきっかけづくり」（第１時） 

（思考力，判断力，表現力等） 

→思いに合わせて、材料を選択できるように、様々な形の木材を広げ、形を揃えて、見やすく
配置し、手に取りやすくする。 

 
手立て○2－２自分の見方や感じ方を広げるための、「対話を生み出す」工夫（第１時） 

（思考力，判断力，表現力等） 

    →活動場所を教室の中央に設定し、自然に対話したり鑑賞したりできるようにする。 
 

手立て３つくりだす喜びを味わい、夢中に活動する児童を育成するための「語る」場の設定（第１時、第２時）  
                     （学びに向かう力、人間性等） 

    →表現したものに込められた思いを語る場を作り、夢中に活動する時間から意味や価値を見出

せるようにする。 

 

４ 題材の目標及び評価規準（※［共通事項］ア     、イ     ） 

（１）題材の目標 

 ・材料を並べたり組み合わせたりする時の自分の感覚や行為を通して、いろいろな形や色などに気

付く。 

 ・木材に十分慣れるとともに並べたり組み合わせたりするなど、手や体全体の感覚を働かせ、活動

を工夫してつくる。                           （知識及び技能） 
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・材料の形や色、大きさなどを基に活動を思い付き、感覚や気持ちを生かしながら、どのように活

動するか考える。 

・材料の形や色、大きさの並べ方やつなぎ方のよさや美しさを感じ取ったり考えたりし、自分の見方 

を広げる。                         （思考力，判断力，表現力等） 

 ・材料の形や色、大きさなどに関心をもち、好きな並べ方を見つける学習活動に楽しく取り組む態度  

を養う。                          （学びに向かう力，人間性等） 

 

（２）本題材における評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に 

取り組む態度 

知いろいろな形や大きさ

の木材を並べたり組み

合わせたりする活動を

通して、形や色、並べ

方の面白さに気付いて

いる。 

技並べたり組み合わせた

りするなど、手や体全

体の感覚を働かせ、活

動を工夫している。 

発形や色などを基に、自分のイメージをも

ちながら、いろいろな材料の形や色、大

きさなどの特徴から並べ方を思いつき、

どのように活動するか考えている。 

鑑形や色などを基に、自分のイメージをも

ちながら、いろいろな材料の形や色、大

きさの並べ方やつなぎ方のよさや美しさ

を感じ取り、自分の見方を広げている。 

態いろいろな材料の

形や色、大きさな

どに関心をもち、

好きな並べ方を見

つける学習活動に

楽しく取り組もう

としている。 

 

 

５ 人権教育上の視点 

  お互いの個性を認め合い、発想や考えの多様性を尊重する心を育てる。【 多様性の尊重 [態度] 】 

 

 

６ 指導と評価の計画（全２時間扱い） 

    〇：指導に生かす評価、◎：全員の学習状況を記録に残す評価 

学習のねらい・学習活動 

評価の観点、評価方法等 

備 考 知識・技能 
思考・判断・

表現 
主体的に学習に
取り組む態度 

知 技 発 鑑 態 

１ 

（
本
時
） 

 

・材料を見たり触ったりし
て、形や色に気付く。 

・材料を並べたり、重ねた
り積み上げたりして、表
したいもののイメージ
をもち活動の面白さに
気付く。 

◎ 
観察 

対話 

 
 
  

○ ◎ 
観察 

対話 
 

 ○ ・１時間目は「知識」
と「思考・判断・表
現（発想・構想）」
の視点で、児童の学
習状況を把握し、記
録に残し、指導に生
かす。 

２ 

・自分のイメージに合うよ
うに形を変えたり、材料
などを組み合わせたり
して、工夫して作りたい
ものを表す。 

・つくったものを見ながら
よさや美しさを伝え合
う。 

 

○ 
 

 ◎ 
観察 

対話 

○ ・２時間目は「思考・
判断・表現」（鑑
賞）の視点で児童の
学習状況を把握し記
録に残す。 

・「主体的に取り組む
態度」は、活動全体
を通して、把握し最
後に、記録に残す。 
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７ 本時の指導（１／２時間） 

（１）目標 ・いろいろな形や大きさの木材を並べたり組み合わせたりする活動を通して、形や色、

並べ方の面白さに気付いている。                【知識及び技能】  

・形や色などを基に、自分のイメージをもちながら、いろいろな材料の形や色、大きさ

などの特徴から並べ方を思いつき、どのように活動するか考えている。 

【思考力，判断力，表現力等】                            

（２）準備 

教師：木切れ、木片、割りばし 

   児童：枝、など 

 

（３）展開 

過程 

時間 

学習の流れ 

Ｔ：教師の発問 

Ｃ：児童の反応 

○：指導の工夫  

☆：研究の手立てに係る内容 

〔共〕：共通事項に係る内容 

◆：安全上の留意点 

評価規準 

【評価方法】 

導 入

５分 

 

 

 

 

 

１ 集めた材料につい

て、形、色などの特徴を

知り、本時の見通しを

もつ。 

Ｔ今日は、ここにある材

料を並べて、遊びたい

と思います。どんな風

に並べたいですか。 

Ｃこの木を倒して、その

上に枝を乗せたい。 

Ｃ丸い形と四角い形を順

番に並べたい。 

Ｔなるほど。いろいろな

並べ方があって面白い

ね。今日はこの部屋全

部使って遊びます。木

がいっぱいあったら何

がしたいですか？ 

Ｃ私は集めた木の枝を並

べてみよう。  

Ｃ僕は自分の高さまで積

んでみようかな。 

Ｃ私も並べたい、一緒に

やろう！ 

 

 

○児童を前方に集めて、導入を始める。 

○工作ならないために、接着剤は使わない。 

○材料について形や色、大きさから話し合わせ

るようにする。 

○材料の形や色、大きさなどを基に、自分のイ

メージを持つ。〔共〕 

○児童の自由な発想や構想を広げ、材料を使っ

てさまざまな表し方があることを確認する。 

○普段はしないような並べ方や重ね方で気付

く思いがけない表現の面白さから、発想や構

想が広げられるようにする。 

○材料を複数つかうことによっても、様々な表

情があることに気付けるようにする。 

◆活動を始める前に安全指導をする。 

「枝の持ち方」…縦に持って移動する。 

「棘について」…刺さらないように持つ。 

☆思いに合わせて、材料を選択できるように、

様々な形の木材を広げ、形を揃えて、見やす

く配置し、手に取りやすくする。́ 〔手立て

２－①〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知いろいろな

形や大きさ

の木材を並

べたり組み

合わせたり

する活動を

通して、形や

色、並べ方の

面白さに気

付いている。 

（観察、対話） 

展 開

35 分 

２ 好きな場所で集めた

材料を思いっきり並べ

る。 

Ｔそれでは、好きな場所

☆枝や端材などの材料置き場を教室の端にす

ることによって、中央で活動するときに、自

然に友達の作品を見ることで友達の表現の

よさに触れ、想像力の広がりを感じられるよ

発形や色などを

基に、自分の

イメージをも

ちながら、い

提案  いろいろならべて かさねちゃおう！  

 

 

 

 

。 
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で並べて、重ねてみよ

う。 

 

うにする。〔手立て２―①②〕 

○「並べる」「違う方法で試す」「重ねる」を繰

り返すことで、イメージと合う表現を見付け

られるよう十分に時間を確保する。 

○自分の感覚や並べる、重ねるという行為を通

して、形に気付くようにする。〔共〕 

○活動を思いつかない児童には、並べてみたい

ものを聞き、何度も試せることを伝える。 

○活動が停滞してきたら、木材を追加させる。 

○表し方の面白さについて発表し合うことで、

友達の表現のよさに共感させるようにする。 

ろいろな材料

の形や色、大

きさなどの特

徴から並べ方

を思いつき、

どのように活

動するか考え

ている。 

（観察、対話） 

整理 

５分 

３ 活動の振り返りを行う。 

Ｔ今日やったことで何が

面白かった。どんなこ

とが楽しかった。  

Ｃ自分の背より高く積み

上げることができまし

た。  

Ｃどんどん並べていた

ら、友達とつながりま

した。  

４ 次時の流れを確認す

る。 

◯本時で表現できた自分の思いを発表するこ

とで、他の児童の表現の幅を広げられるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

○次時には完成させてお互いのい鑑賞をする。 

〇次回の授業の見通しをもつことができるよ

うにする。 

 

 

８ 場の設定 

・手や体全体の感覚を十分働かせることができるよう、床の上で活動できるようにした。 

  ・思いに合わせて、材料を選択できるように、様々な形の木材を広げ、形を揃えて、見やすく配置

し、手に取りやすくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒

板 

材 料 

活 動 場 所 
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９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だいざいけいかく 

１ いろいろならべてかさねちゃおう！ 

２ かつどうをつたえあおう 

いろいろならべて かさねちゃおう！ 

まで 


